
総合 的な学習の時間部 会

研究主題 確かな自己評価能力を身に付けるための 「総合的な学習の時間」の在 り方

1主 題設 定の理 由

「総 合 的な学習 の時 間」のね らいは、

【1】 自ら課題を見付け、自ら学び、自ら考え、主体的に判断 し、よりよく問題を解決する資質や能力を

育てること。

【2:学 び方やものの考え方を身に付け、問題の解決や探究活動に主体的、創造的に取 り組む態度を育て、

自己の在 り方生き方を考えることができるようにす ること.

とされている.

このね らいを達成 させるためには、生徒一人一人が受動的な学習ではなく、能動的な学習を実践す るこ

と、また能動的、主体的な学習への取 り組みを通 して、学び方や ものの考え方の深化 を図 り、自己の在 り

方生き方を考える資質 ・能力の向上を図ることが必要である.

そのためには、学習と評価の一体化力童図られるような 「評価の在 り方」が重要なポイン トになる,と り

わけ生徒一人一人による 「自己評価能力」がその鍵を握 る。これは、自ら考え、主体的に判断す ること、

自己の在 り方生き方を考えることを実践す るためには、「自己評価能力」を身に付けることが必要不可欠だ

か らである。

また平成16年 度から、すべての都立高等学校において 「生徒による授業評価」が実施 される.こ の取 り

組みを、より効果的なものにするためには、「生徒が授業者(教 師)の 授業の評価 を行 う」という側面と 「生

徒 自らが学習活動への取 り組み状況に関する自己評価を行 う」 という側面の二つがあるとされている。す

なわち 「生徒による授業評価」の実施によって期待 されている効果を得るためにも、生徒の 自己評価能力

の向上がそのキーポイン トになるといえよう.

さらに 「自己評価」や 「生徒による授業評価」を通じ、生徒は 「評価する側」の立場を経験することで、

評価に対する客観的な見方を身に付けることができると同時に、学習 と評価の一体化も図ることができる.

以上の観点か ら自己評価能力を身に付けることが 「総合的な学習の時間」における学習を、よ り効果的

なものにすることができるとともに、それが他教科 ・科目の学習においても波及的な効果が期待できると

考え、上記の研究主題を設定した。

皿 自 己評 価 能 力の 向 上 の 必 要 性

1学 習 活 動 に お け る評 価 の 方 法(種 類)

評価の方法・積類は、

◆ 教師(支 援者)による評価

◆ 生徒(学 習者)による授業評価

◆ 生徒(学 習者)による相互評価・他者評価

◆ 生徒(学 習者)による自己評価

が中心となると考えられる。
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2各 評価 の相 関 関係 及 び 自 己評価 の課 題 とそ の 解 決 策
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生徒(学 習者)と 教師(支 援者)の 問、及び生徒同士の間では、評価は双方向性をもちやすいが、自己

評価は一個人の中で完結されてしまう可能性が高いため、主観的になりがちで、客観性 ・信頼性に欠 ける。

しかし、{総合的な学習の時間」のね らいを実践するには、自己評価の実施は不可欠であるc「 生徒 が自

ら課題を見付けること1が 「総合的な学習の時聞」のねらいを達成するための出発点であ り、この点が 「総

合的な学習の時間」の目標を達成できるか否かのポイントである。

そ こで 自己評価の抱える課題を解決す る方策の一つとして、生徒の自己評価 と、生徒同士の相互評価、

生徒 ・教師 らによる他者評価を併用 し、評価能力の向上を図る必要がある.こ れ らの評価活動によって、

確かな評価能力を身に付けることは、生徒自身の生きる力を育成す ることになる。

また、評価能力の向上は評価のための評価ではなく、生徒にとっては 「学習に住かされる評価」、また教

師に とっては 「指導に生かす評価」、これらの活動を通じて 「学習 と評価の一体化」が図られる、
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3生 徒(学 習者)の 自己評価の必要性

◆生徒の自己評価:学 習活動に対する自己の姿勢を省みるための資料である.

↓
r

自 己 評 価 ⇒ 学習活動を励 返り、関わ肪 を吟味・評価する契機

《例》 「学習の 目的や内容が理解できているか」

「取り組む姿勢の中で反省すべき点はどこか」

「学習の成果として得られたものは何か」

等の質問項 目が挙げられる。

、

ノ

1ー

意欲の
醗戎

学習 目標の再設定・学習活動の修正

自己認識を深めることを通して、自己学習力を育成する意欲

↓

自ら課題を見付け、自ら学び、自ら考える力(問 題解決能力の伸長)

学び方や調べ方、ものの考え方を身に付けること(学習過程における技能、思考力の育成)

確かな学力
知識や技能はもちろんのこと、その上に学ぶ意欲や 自分で課題を見付け、自ら学び、主体的に判断し、より

よく問題を解決する資質や能力等まで含めたもの

↓

生壱蓉が 難麟 一一
↓
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4自 己評価能力を身に付ける 「総合的な学習の時間」の展開イメージ図

自己評価 カー ド

自己評 価 能 力 の 向上
・解決策の思考の深化

・解決策の実践 ・検証

・主体的な判断の力の向上

・新たな課題の設定

振 り返 り
評価の相違点の考察

(自己評価 ・他者評価 ・相

互評価の違いについて)

自 己評 価 カー ド
・四段階評価

・記述式評価

相互評価能 力の向上
・生徒による授業評価能力

の向上
・学習 と評価の一体化へ

の期待

振 り返 りの 検 証
・他者評価

・相互評価

・他者評価

・相互評価

・自己評価 と他者評価

並びに相互評価の比較
・教師による支援
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「総合的な学習の時間」における自己評価のための質問項目例

観 点 目 標 質 問 項 目 例

関 心 興味 ・関心

◆学習 に対 して積極 的に取 り組 も うと しま したか、

◆ 自分が成長 していくために必要な学習 とい う意識をもてま したか。

◆ 自分の興味や関心がそそ られる学習で したか。

意 欲

実 行 力

積 極 性

創 造 性

◆主体的に意欲をもって学習を進めようと心がけましたか。

◆苦手(消 極 的)な 学習 に も粘 り強 く取 り組 みま したか.

◆支援や ア ドバ イスを得 るた めの働 きかけを しま したか。

◆問題点 を整 理 し、修正 を加 えなが ら取 り組みま したか。

◆誤 りや失敗 カヨあ っても根気強 く取 り組 めま したか。

態 度

指 導 力 ・コミ・ニ

ケーション能力 ・協

調 性 ・社 会性

・達 成 感

◆学 習の際 、他者(班 内の友人等)と の協力はできま したか。

◆自分の役割分担は果たせましたか。

◆相 手の立場 に立 って行動(学 習)で きま したか。

◆自分の学習の支援をしてくれた人に対 し感謝 しましたか。

◆学習を終えて充実感(達 成感)を もてましたか。

◇計画通 りに学習が進んでいますか。

思 考

課題設定力

企 画 力

課題解決力

◆なぜ この学習(課 題)に 取 り組む のか 目的 力粉 か りま したか。

◆ 自分の周 りや体験か ら、学習 したい課題 を見付け られま したか。

◆先 の見通 しをつ けて、学習 の計画 を していますか。

◆学習中 、苦労 した点や工夫 した点 ・アイデ ィアを挙 げて くだ さい。

◆苦労 した点は、 どの よ うに解決 しま したか。

判 断

情報活用力

価値判断力

評価活用力

相互評価力

自己評価力

◆収集 した情報量に不足はあ りませんでしたか。

◆収集 した情報 を適切に選択 し、分析 す ることがで きま したか。

◆得 られ た知識 ・経験 ・技能 を どの よ うに生 か してい きます か。

◆生徒間の意見交換や相互評価に積極的に取 り組みま したか。

◆学習 を通 して 、さ らに調べ てみ たい課題 が見付か りま したか。

◆相互評価 を通 じて自分の学習の在 り方を深 く考えられま したか。

◆他者評価 を通 じて 自分の学習の在 り方を深 く考えられま したか.

◆ 自己評価 は適切 に行 うことがで きま したか。

◆ どの よ うな手段 ・方法で情 報を収集 しま したか。

技 能 情報収集力 ・

実験/観 察力

◆情報収集 の際 に、 目的に応 じて何 か工夫 を しま したか.

◆ 自分独 自の情報収集手段 ・方法があ りま したか。

◆実際に(実 験等 で)確 か めてみま したか。

◆分析や観察等によって予想 をして検証 してみましたか。

表 現

整 理 力

発 表 力

討 論 力

独 創 性

◇学習のプ ロセ スを整理 して、筋道 を立ててま とめま したか。

◆必要に応 じて機器等を使い、適切に発表することができま したか。

◇討論等 に積極的に関わり、自分の考えを適切に述べ られましたか。

◆ 自分 な りの意見(主 張)を ま とめることができま したか.

◆それ を他者へ分 か りやす く伝 えることができま したか。

知 識

理 解

知識の獲得

理解の深化

◆今 回の学習 で得 られた(重 要 と感 じた)こ とは何 ですか。

◆プ ロセスの 中で気付いた 、身に付 けるべ き能 力 ・知識 は何 です か。

◆学習の 目的 につ いて理解 を深め るこ とがで きま したか.

生きるカ

自分の生き方

を考える態度

◆学習 を振 り返 り、 自分 に自信が もて るよ うにな りま したか。

◆学習を通 してこれからの自分について考えられるようになりま したか。

◆ 自己実現へ の努力 を しよ うと考 えられ るよ うにな りま したか。

◎この表 は、平成14年 度研 究開発委員会資料集145ペ ージ表1r維 合的 な学習の時間 にお け石評価の全体構戒1例)」の『観 点』をもとに作成したものである幽
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皿 確 か な 自 己評 価能 力 を身 に付 け る こと を 目的 と した 評価 の 実 践 例

ここで紹介する実践校では、「将来の自己の在 り方生き方」を学習 していくことをテーマとし、年間授業

計画の中に 「ライフプランを作ってみよう(6時 限)」、「諸検査を通 して自己理解 を深めよう(6時 限)」、

「社会人へ取材 しよう(11時 限)1、 「自分の尊敬する人の生き方調べ(7時 限〉」、r新 聞記事を読み論文を

書こ う(5時 限)」 等の学習揚面を設定 して、「総合的な学習の時間」を1学 年で1単 位実施 している。

ここでは、r社会人へ取材 しよう」 という学習を通 して、学習場面ごとに生徒が自己評価を し、相互評価
・他者評価 と連動させながら自分の取 り組みの良い点 と課題を認誠 して.そ れ を次の取 り組みにいかせ る

ような自己評価の実践例を挙げる。

企業 ・事業所訪問は、教師側が企業へのアポイン トメン トや 、生徒への事前指導並びに事後処理を行 う

形式の ものはこれまでも行われてきたところである,こ れを 「総合的な学習の時間」で取 り上げ、将来の

職業のことを考えて企業 ・事業所 を選択 し、どの様にアプローチ してい くのか、見学に際 しては何に注意

を払えばよいのか、訪問終了後はどの様な後処理が必要なのか等 を、生徒 自らが主体的に学習を計画 ・実

践 していく。

1評 価 の観 点 表

「総合的な学習の時間」を実践 していく上での実施校の教育 目標 ・ねらいは以下に示すr評 価の観点表t

のとお りである。

評価の観点

目

標

自己の在 り方・や生き方を考えるこ とが できるよ う自己理解 を深 め、主体的 ・創 造的 に課題 に敢 り組

む意 志 をもち、行動す る態度 を育て る。

領
域

観
点

評価 基準

(ね らい ・目標)

評価項 目 評価規準(学 習揚面での具体例) ※

情
意
領
域

関

心

課題の 目的 ・目標 を把
握 し新たな課題 を見付

けようとす る,

興味 ・関心 説 明を聞 きなが ら、課題 の 目的 ・目標 を意 識 し、モ

チベー シ ョンを高め ることがで きる。

1

課題発見力 新 しい課題を探すことができる。 2

意

欲

問題解決や探求活動 な

ど主体的 ・創造的に取

り組んでいる。

実 行 力 課題に対 し真面目に取 り組んでいる, 3

積 極 性 課題の取り組みに当たって積極性力現 られる。 4

創 造 力 課 題 を取 り組む に 当たっ て、 よ り良 くしよ うと工夫

している。

5

感

度

学習を通 じて、自分を取

り巻 く他者や環境への思

い や りが深 ま る と同時

に、人 との適切 な接触の

仕方、社会性が養われ る,

指 導 力 班 行動 に対 して リー ダー シ ップ を発揮 で きる。 6

協 調 性 班行動に対 して、協力関係をもてる。 7

コミュニケーション

能 力

学習を通 じて、生徒理解 ・援助者 ・家族など他者 と
の関係を深めることができる、

8

共通理解 相手の立場に立った行動ができる. 9

社 会 性 学習を通 して祉会的なルールやモ ラルを養 うことができる。 10

知

力
領
域

思

考

自ら学習課題 を発見 し、

そ の課題 を検 討 し、見

通 しを立 て 、 よ り良 く

課題 を解決 できる。

課題設定力 自分自身の体験などから課題を設定できる。 11

企 画 力 計画的に行動できる。 12

課題解決力 課題解決にあた り、様々な過程 を踏 まえ解決 しよ う

とすることができる。

13

判

断

学習 の過程で習得 した
知識や能力 を応用 し、

様 々な見方や 考え方を

活用できる。

課題活用力 得 られた情報の中から有用な情報を取捨選択できる. 14

自己評価力 取 り組ん だ課 題 に対 して 、 自分 の取 った行動 ・態度
・結論 を客観的 に とらえる ことができる。

15

他者評価力 他者の取 り組んだ課題 に対 して、長所や改善点を見

付けることができる。

16

技
能
領
域

技
能

情報の収集の方浩や観察 ・実

験の技法を身に付けている.

情報収集力 イ ンター ネ ッ トや 図書館'イ ン タ ビュー等 の調査 が

で きる。

17

表

現

学習の過程 で得 られた
こ とを自らの言葉で表

現できる。

整 理 力 学習の過程をファイルにま とめる. 18

発 表 力 自分の意見や考えを発表できる。 19

討 論 力 課題に対 し協同作業者 と討論できる。 20

独 創 性 単に得 られた情報 ・技術のま とめではな く、独 自の
工夫や発見が盛 り込まれている.

21

認
知
領
域

知
識

課題 についての知識 ・

技術を身に付けている。

知 識 力 学習の過程で新たな知識を得ている。 22

技 術 力 学習の過程で新たな技術を得ている。 23

理
解

課題 の意義にっいて理

解 を深めている。

理解の深化 課題の意義や課題の抱える問題点を理解 している。 24
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2「 社 会 人 へ 取 材 しよ う」 に お ける学 習 のね ら い

ア 企業 ・事業所訪問を通 して、様々な仕事を詳 しく知 ることにより、視野を広げるとともに職業観を

育成する.

イ 電話での申 し込みか らお礼の手紙まで 自ら主体的に行動す ることにより、社会的なルールやモラル

を養い、他者 との関係を深める。

ウ 班の仲間 と協同 して取材内容をま とめ、発表することにより、協調性や発表力を養 う.
工 自己評価 ・相互評価や他者評価の中から、自分を見つめるカを養 う、

3学 習内容 「社会人へ取材 しよ う」

時 期
学習
時間 学 習 場 面 生 徒 の 活 動

7月 2時 間

ガイダンス

班 つ く顔と役割 分担 決定
会 社 の 選 択 と取 材 内 容
や 質 問 項 目の 検 討
電 話 での 申 し込 み

課 題 の 内容 ・目的を理解 す る。
班 をつ くり、役 割 分 担 を決 める.
訪 問 す る企 業 ・事 業 所 を決 め 、取 材 内 容 と質 問 項
目を決 める,
電話 の台 本 を作成 し、電 話 の練 習 をす る,
電話 で訪 問 を申し込 む。

夏休 み 3時 間
事業所訪 問
礼状の手紙作成

班 ご とに 事 業 所 訪 問 と、見 学 、説 明 を受 け 、イン タ
ビュー をす る。

場 合 に よって は 体 験 させ てもらう.
お 礼 の 手 紙 を書 く.

9月 2時 間 取材報告書作成 取材 した 内容 を基 に取 材 報 告 書 を作 成 す る。発 表
台本 を作 成 す る。

10,月 2時 間 班別発表 班 ご とに 発 表 す る。
2時 間 学年発 表 各 クラスから優 秀 班を選 出し、学年集 会で発 表す る。

4評 価 力 ・一 ド

学習を展開 していく中で、学習課程で計画 されたことや実践 したことに対す る評価を行 う。 この評価 を

行 う際に教師は、評価 の観点表 より評価項 目や評価方法を設定する。自己評価に他者評価や相互評価を取

り入れ て客観性をもたせることにより、自己評価能力をより確かなものにできると考えられる。確かな自

己評価能力を身に付けることは、自分 自身の学びの過程を確認 しなが ら、次の学びの 目標を明確にするプ

ロセス としてぜひとも必要である。そ して、自己評価能力を育成 してい くことで、様々な課題解決に際 し

て課題の大きさを客観 的に判断することや、問題解決までに必要な計画を立てること、及び 目標達成のた

めの努力の度合いを把握することなどが身に付け られていくもの と考える。

確かな 自己評価能力 を高めることをねらいとして.先 に示 した観点表より 「自己評価カー ド」並びにrグ

ループ内相互評価カー ド」・「他者評価カー ド」を作成した。

給 合 的 な学 習 の時 間 ・相 互 評価 カー ド
テ ー マ 「社 会 人 へ 取材 しよう」 年 組 番 氏 名

〈観 点 別評 価 の 自己評 価 〉

学
習
内
容

事
前
準
備

企
業
事
前連

絡

企
業
訪
問

取
材
報
告書

作成

取
材
報
告書

作
成

発
表
会

全
体
発
表会

全
体
1を
通
し
て

観 点 来 評価規 準 月
日

.

7

ム

7

,急

夏

黛

9

ζ

9

孟

!o

≦

10

4
関 心 1 説 明 を聞 き 、課 題 の 目的 ・目標 を意 識 して 臨 め ました か.

意欲 3 この 時 間まじめ に取 り組 めましたカ㌔
1 ■

意欲 4 この 時 間積 極 的 に取 り組 め ましたカ㌔
■

態度 7 班 行 動 中 、仲 間 と協 同 して作 業 で きま した か 。 1
■

思考 12 自分 で立 てた計 画通 りに行 動 ができましたか 。

判断 15 課 題 を通 して 自分 の生 き方 の参 考 になるように考 えましたか.
. 1

技能 17 目的 地 にお いて得るべ き情 報を獲 得す ることがで きましたか。 1
■

表現 皇8 活 動 内容をきちんと報 告書 にまとめることができましたか, 1
知識 22 今 日の学 習 の 中で新 たな 知職 を得 ましたか。

評 価4.大 変 良 くで きた31良 くで きた2;あ まり良 くで きなか っ た1;で きな か った
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〈各 実 施 日の計 画 並 びにまとめ(自 己評 価))

次 回 の 計 画(内 容)・

目標

自 己評 価

(新 た に で きた こと・理 解 した こと・改 善 点}

担 当 者 コメン ト

7/15

7/18
1

■

.

全 体を通 して

総 合 的な 学習 の時 間 ・相 互評 価 カー ド

テ ー マ 「社 会 人 へ 取 材 しよう」 年 組 番 氏 名

〈観 点 別 評価 の相 互評 価 〉
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了
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15

7
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18

夏

休

み

9

/

3

9

/

10

10

/

8

10

/

15

意欲 3 この時 間まじめ に取 り組 んでいましたカ㌔
■

意欲 4 この時 間積 極 的 に取 り組 んで いましたか。
.

態度 7 班 行 動 中 、仲 間 と協 同して作 業 で きていましたか。

技能 17 目的 地 において得るべ き情 報 を獲 得で きていましたか.
.

表 現 18 活 動 内 容 をきちん と報 告 書 にまとめていましたか 。
1

評価者
1

評 価4:大 変 良 くで きた3:良 くで きた2=あ まり良 くできな か った1=で きなか っ た

総 合 的 な学 習 の時 間 ・発表 評 価 カード(他 者 評 価カード)

テーマ「社 会 人 へ 取 材 しよう」 年 組 番 氏 名

発 表 した生 徒 氏 名(班 員 連 記)

取 材 した会 社 名

〈観 点 別評 価 の他 者 評 価 〉 大 変

良く

できた

良く

できた

あ ま り

良く

で きな

かった

で きな

か った

1 ま じめ に 発 表 して い ました か 。
■

4 3 2 1

2 発 表 は 、分 か りや す か った で す か。

■

4 3 2 1

3 聞 き手 に理解 しや す いような工夫 をして いたと思 います か。
幽

4 3 2 1

4 総 合 的 に頑 張 っていたと思 います か。
■

4 3 2 1

5よ くできて いると思 えたの は何 です か

6も う少 し工 夫 して ほ しい ところ は 何 で す か 。
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5評 価 の実 際

学習 ごとに自己評価 と同じグループ内の生徒同士による相互評価を行 う、自己評価は、観点別に質問項

目を設け、また学習ごとの変化が分かるよ うに蒔系列をつ くり、それぞれの達成度を四段階表示で回答す

る。また、教師のコメ ン トを記述す る欄を設け、学習時間が終わるごとにア ドバイスを行 うことで、次の

学習にっな演るようにする。

相互評価は、自己評価カー ドの裏に相互評価カー ドを印刷 し、自己評価が終わった後 、グループ内でヵ

一 ドを振 り分け、自己評価 と同様の質問内容でそれぞれの達成度を四毅階表示で回答する.

発表 の際は、別のグループの生徒による他者評価 を行い、観点別の質問項 目に対しては四段階表示で記

入 し、そのグループのよい点と改善すべき点については文章で記入する。

6ね らいが 達 成 できた事例

① 自己評価の初期段階では低い 自己評価点を付けていた生徒が、学習が進むにっれて、学習時間 ごと

に 目標をもって取 り組み、コメン ト欄にもf頑 張った」と記述して、高い自己評価をするようにな り、

取 り組みへの意欲 ・態度を深めることができた。

② 自己評価カー ドの記述欄に毎回達成できたこと、できなかった ことを記入した結果、最後の報告書

作成や発表に対して意欲的に取 り組む生徒がでてきた。

③ オー一ル2や オール4の 評価を していた生徒が、自己評価カー ドと相互評価カー ドを比較することに

よって、観点別に違った評価をするよ うにな り、自己評価の客観性を高めることができ、改善すべ き

点を意識 しながら取 り組 めるようになった。

7ま とめ と課 題

生徒は、時系列による評価の変化を見た り、他者からの評価 と自己評価を比べた りしながら、自己評価

の客観性を高め、自分の成長や よい点や今後の課題、目標を知ることができる.

例えば、「積極的に取 り組んだか」の質問に対 して、自己評価ではf2」 だが、他者からの評価ではf4」

であった生徒には、他者評価を見た感想を求めるなど教師がア ドバイスを して、評価の隔た りの原因を認

識 させ、次回からの評価の客観性を高める。また、「課題の目的 ・目標を意識 して臨んだか」の質問に対 し

て、毎回低い評価点を付けている生徒には、 目標 と達成内容 を意識的に記述欄に書かせ ることで取 り組み

を改善させる。

ここで大切なことは、評価結果にのみ注目させるのではなく、それを今後の学習の取 り組みに生かす よ

う導くことである。評価結果に応 じて今後の 目標を立てさせ、それが どの程度達成されたのかを自己評価

や相互評価、また教師のコメン トから検証させ ることで、評価が生きたものになる。

そのために教師は、 自己評価をする隙の評価規準を明確にす ること、生徒が評価する際の問題点を把握

し、その支援改善策を創意工夫することが必要である、教師は生徒の各項 目に対する回答から、援助すぺ

き具体的内容を把握 しなが ら支援の改善を行い、今後の評価の観点の補強や修正をしていかなければなら

ない。
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∬1研 究 のま とめ と課 題

1ま とめ

本研究では、確かな自己評価能力 を向上させ ることの意義を次のようにとらえた。

生徒一人一人が自己の現時点での資質 ・能力や生き方等を客観的に評価す る能力を高めることによ

って自己の課題が明確になり、さらにその課題克服の努力が資質 ・能力それ自体の向上にっながる。

そ こで、実際の 「総合的な学習の時間」において、この自己評価能力の向上を図るための手だてとして、

学習段階や評価場面に応 じて'「自己評価カー ド」、「生徒同士の相亙評価カー ド」、「他者評価カー ド」の三

種 の形態のカー ドのねらいと目的を検討 し、実証授業を通 じて、効果面の検証を実施 した、

この一連の研究過程で次のような成果を得 ることができた。

(1)自 己評価カー ドの評価項 目については、その硯点が重複す ることなく多種にわたるよう精査 し、数

値による評価がふさわ しい項目と、記述による自己評価がふさわ しい項目とに分ける基準を設けるこ

とができた.記 述の部分では改善点や次回の目標設定を盛 り込んでお り、次回の学習活騎での課題意

識を生み出す ことができた。

(2)自 己評価 カー ドのみならず、生徒同士の相互評価カード及び他者評価カー ドのフォーマ ッ トも作成

した。実証授業ではこれ らを活用 し、評価の有効性を明らかにすることができた,

すなわち、これ ら三種の形態のカー ドによる評価を活動の前俵に組み合わせた ことにより、自己評価

能力が回を重ねるごとに確稟に高まる図式が構築された。

実証授業の生徒の企業 ・事業所訪問とい う内容が、生徒の能力の向上と自己評価能力の向上を目指す上

では、有効な教材であった。

2課 題

本研究を通 して今後課題 となる点は以下のとお りである。

O自 己評価 と相互評価 ・他者評価の關わ り合いやバランスは、常に工夫 と改善が必要であることc

O各 学校の実態にあわせた評価の観点や方法な どで、評価の在 り方についても見直 し作業を継続的に行

つていかなくてはならないこと。

いずれ もす ぐに解決できる課題ではないが、今後の各学校 における 「総合的な学習の時問」の取 り組み

を踏まえて、継続的に評価の在 り方について研究を進めていく必要がある。

また 、中学校での 「総合的な学習の時間」の取 り組み及び、学習 と評価の一体化等に関 しての連携につ

いても考察 していくことも必要である。
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